



















Construction of the educational program that uses the pottery making which 
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研究成果の概要（英文）：This study explores a new method of making pottery as a communication tool. 
A workshop with the purpose of connecting people through a process of pottery making was carried out
 as an experimental project in practice. To plan and run the workshop, the following three ideas of 
the place where the workshop happens were focused on all together: “the place for creation”, “the
 place for understanding others” and “the place for connecting each other”. An educational 
program that aims to develop human resources with problem solving skills, which can cope with an 




















































































































































































































































































































































































































































１．企画力	 	 	 	 ２．運営力 
３．他者と協力する力	 	 ４．議論する力 
５．課題を発見する力	 	 ６．課題を解決する力 
７．交渉力	 	 	 	 	 	 	 ８．発表プレゼンをする力 
９．情報を伝達、共有する力 
１０．専門的な技術力	 	 １１．責任感 
今年度のアンケート試作により導き出された課題を
以下にまとめる。本プロジェクトは、毎年違う学生に
よって運営され開催の回ごとに参加者が変化すると
いう特徴を持つ。そのため多様な立場、年齢層の人に
アンケートを実施しても、プロジェクトの効果を量る
ことが可能な基準を作成する必要がある。また、アン
ケートのコンセプト（＝プロジェクトのコンセプト）
が回答者側に伝わりやすい質問内容・アンケート構成
を検討する必要がある。 
・質問を端的且つ具体的にする。 
・回答が定量化できるようにする。 
・回答結果を図式化する。 
回答者がアンケートの目的を捉えやすくなり、開催年
毎のプロジェクトの効果や、プロジェクトが地域社会
にどれだけ活かされたかなどの成果、問題、課題が明
瞭且つ具体的に捉えやすくなるようにする。	
プロジェクトの効果が持続性を持つものであるか否
かを検証する意味と、プロジェクト参加学生、WS参加
者との継続的なコミュニケーションの意味を兼ね、ア
フターフォローとして事後アンケートを作成、実施す
る。	
結の器プロジェクト全体の課題 
今後の課題として、「コミュニケーションツールとし
ての作陶」に汎用性を持たせ展開、活用していく方法
を検討していく必要がある。2012 年～2017 年までの
本プロジェクトの活動は主に東日本大震災及び福島
第一原発事故によりつくば市などに移住した方々と
つくば市民に向けた「学生主導の結の器ワークショッ
プの運営」であったが、平成 29 年度は「関彰商事社
員研修、焼き物座談会」事例６を通じて民間企業にお
いても教育効果を発揮できる教育プログラムである
ということも成果として得ることが出来た。本プログ
ラムが授業運営の中で行われている現状を踏まえ、今
後は学生以外の一般の方々がプロジェクト運営に関
わるということも視野に入れてプロジェクトの継続
方法を検討することも視野に入れたい。また、今後プ
ロジェクトの運営を継続していく上で、「プロジェク
トの自主運営化」、「プロジェクトを広く社会に浸透さ
せるための、教育プログラムのパッケージ化」を更に
推し進める必要がある。特にプロジェクトの教育効果
の質を落とさず、プロジェクト趣旨の一貫性を保ち、
他の教育機関、或いは一般の人たちでもプロジェクト
を企画運営することを可能にしたい。本プロジェクト
を「自主運営化」できれば、その方法もまたパッケー
ジ化することができる。それがプロジェクト普及にと
って有効に機能する可能性も考慮に入れ、プロジェク
トの趣旨である「異なる立場の人同士の繋がり、コミ
ュニケーション」をキーワードとして、その方法を具
体化していきたい。 
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